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『
広
韻
』
上
平
声
の
第
八
「
微
」
韻
は
、
そ
の
通
行
本
（
周
祖
謨
校
正
本（
１
））
に
拠
れ
ば
、
お
よ
そ
一
四
〇
字（
２
）、
韻
目
と
し
て
は
比
較
的

小
さ
な
規
模
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
発
音
上
の
特
徴
が
明
瞭
に
区
別
さ
れ
る
た
め
に
、
今
体
詩
（
近
体
詩
）
に
お
い
て
は
他

の
韻
字
と
の
混
用
は
厳
し
く
戒
め
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
独
用
の
韻
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
改
め
て
こ
こ
に
属
す
る
韻
字
を
な
が
め
る
と
、
微
、
輝
、
妃
、
飛
、
幾
、
希
、
衣
、
帰
︙
︙
な
ど
、
実
力
の
あ
る
詩
人
な

ら
思
わ
ず
挑
ん
で
み
た
く
な
る
よ
う
な
、
魅
力
的
な
文
字
が
幾
つ
も
並
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

例
え
ば
『
唐
詩
三
百
首
』
巻
一
に
も
採
ら
れ
る
次
の
王
維
（
七
〇
一
~
七
六
一
）
の
作
品
な
ど
が
、
そ
う
で
あ
る
。
以
下
、
本
稿
で

は
微
韻
の
押
韻
字
を
ゴ
チ
ッ
ク
で
示
す
。
ま
た
、
こ
の
詩
は
一
般
に
古
体
詩
に
分
類
さ
れ
る
が
、
韻
律
の
構
成
の
巧
み
さ
は
十
分
に
今

体
詩
を
意
識
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
各
句
の
二
字
目
と
四
字
目
に
平〇

●仄
の
記
号
を
も
付
し
て
お
く
。

　

送
綦
毋
潛
落
第
還
郷
／
一
作
送
別　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

王
維

　
　
　
　

綦
毋
潜
の
落
第
し
て
還
る
を
送
る
／
ま
た
は
、
送
別

聖
代●

無
隱●

者　

英
靈○

盡
來○

歸　
　
　

聖
代
に
隠
者
無
し
、
英
霊
こ
と
ご
と
く
来
帰
す
。

遂
令○

東
山○

客　

不
得●

顧
采●

薇　
　
　

遂
に
東
山
の
客
を
し
て
、
采
薇
を
顧
み
る
を
得
ざ
ら
し
む
。

既
至●

金
門○

遠　

孰
云○

吾
道●

非　
　
　

既
に
金
門
の
遠
き
に
至
り
、
孰
か
云
は
ん
「
吾
が
道
は
非
な
り
」
と
。

江
淮○

度
寒▲

食（
３
）　

京
洛●

縫
春○

衣　
　
　

江
淮
に
寒
食
を
度
り
し
が
、
京
洛
に
春
衣
を
縫
へ
り
。

置
酒●

長
安○

道　

同
心○

與
我●

違　
　
　

置
酒
す　

長
安
の
道
、
同
心　

我
と
違
へ
り
。

静

永
　

健

唐
詩
の
微
韻

唐
詩
の
微
韻

41



行
當○

浮
桂●

棹　

未
幾●

拂
荊○

扉　
　
　

行
き
て
当
に
桂
棹
を
浮
か
ぶ
べ
き
も
、
未
だ
幾
ば
く
な
ら
ず
し
て
荊
扉
を
払
ふ
。

遠
樹●

帶
行○

客　

孤
城○

當
落●

暉　
　
　

遠
樹　

行
客
を
帯
び
、
孤
城
に
落
暉
当
た
る
。

吾
謀○

適
不●

用　

勿
謂●

知
音○

稀　
　
　
「
吾
が
謀
た
ま
た
ま
用
ゐ
ら
れ
ざ
る
」
の
み
、
謂
ふ
勿
れ
「
知
音
稀
な
り
」
と
。

 

︹
陳
鉄
民
『
王
維
集
校
注
』
巻
一（
４
）︺

こ
の
詩
に
は
、
伝
本
の
系
統
か
ら
、
従
来
二
つ
の
詩
題
が
通
行
し
て
い
る（

５
）。
し
か
し
、
い
ず
れ
が
正
し
い
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
こ

の
詩
が
あ
る

0

0

科
挙
落
第
者
の
帰
郷
を
見
送
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
詩
の
王
維
は
、
そ
の
人
物
を
慰
め

る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
更
な
る
奮
起
を
促
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
も
あ
る
。
最
初
の
四
句
を
除
き
、
五
句
目
か
ら
は
二
四
不
同
の
今
体
詩

の
平
仄
を
し
っ
か
り
と
遵
守
し
、
か
つ
、
詩
句
中
に
「
吾
道
非
」（『
史
記
』
孔
子
世
家
お
よ
び
『
孔
子
家
語
』
在
厄
篇
）、「
吾
謀
適
不

用
」（『
左
伝
』
文
公
十
三
年
）、「
知
音
稀
」（『
文
選
』
古
詩
十
九
首
・
其
五
）
な
ど
、
典
拠
そ
の
ま
ま
の
語
句
を
見
事
に
織
り
込
ん
で

い
る
。
そ
し
て
、
長
篇
詩
に
は
不
向
き
な
「
微
韻
」
の
押
韻
を
敢
え
て
貫
徹
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
る
で
「
こ
の
よ
う
な
水
準
に
ま

で
達
し
な
い
と
及
第
は
難
し
い
ぞ
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
。

微
韻
の
唐
詩
、
と
く
に
そ
の
長
篇
の
作
品
は
、
こ
の
よ
う
に
詩
人
の
相
当
な
修
練
を
要
す
る
、
作
詩
難
度
の
極
め
て
高
い
も
の
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一　

微
韻
詩
の
実
際
を
探
る

で
は
唐
代
に
お
け
る
微
韻
の
詩
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か（

６
）。
そ
の
描
詠
の
内
容
に
お
お
よ
そ
の
一

般
的
な
傾
向
を
窺
う
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
ら
ば
直
ち
に
『
全
唐
詩
』
を
紐
解
き
、
そ
の
約
五
万
首
の
悉
皆
調
査
を
行
え
ば
よ
か
ろ
う
が
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
も
作
業
が
繁
雑
、

ま
た
周
知
の
通
り
、
中
国
の
古
代
文
学
は
詩
歌
の
み
が
有
韻
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
辞
賦
や
碑
銘
な
ど
に
も
押
韻
の
例
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
る
に
、
そ
も
そ
も
現
在
伝
わ
っ
て
い
る
唐
代
の
作
品
は
、
韻
文
も
散
文
も
、
と
も
に
当
時
作
ら
れ
た
も
の
の
う
ち
の
、

ほ
ん
の
一
部
分
で
し
か
な
い
の
だ
か
ら
、
そ
の
把
握
は
如
何
な
る
方
法
を
以
て
し
て
も
、
十
全
な
も
の
と
は
言
え
な
い
。
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だ
が
、
そ
れ
を
敢
え
て
承
知
の
上
で
、
こ
れ
は
筆
者
が
考
え
た
あ
く
ま
で
も
実
験
的
な
試
み
で
は
あ
る
が
、
初
唐
の
沈
佺
期
（
六
五

六
？
~
七
一
六
？
）
と
宋
之
問
（
六
五
六
？
~
七
一
二
）
の
現
存
作
品
（
断
片
的
な
逸
句
や
詩
歌
以
外
の
も
の
も
含
む
）
に
つ
い
て
、

微
韻
で
押
韻
す
る
も
の
が
い
っ
た
い
ど
の
く
ら
い
存
在
し
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
内
容
を
詠
ず
る
も
の
か
を
知
る
こ
と
は
、

一
つ
の
予
備
調
査
と
し
て
、
あ
な
が
ち
無
駄
な
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
。
幸
い
に
も
我
々
の
目
の
前
に
は
、
陶
敏
・
易
淑
谿
両
氏

に
よ
る
『
沈
佺
期
宋
之
問
集
校
注
』（
中
華
書
局
、
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
、
二
〇
〇
一
年
）
が
あ
り
、
逸
文
や
他
の
詩
人
の
作
か
と

さ
れ
る
存
疑
の
も
の
も
含
め
、
沈
佺
期
は
合
計
二
〇
三
作
品
、
宋
之
問
は
合
計
二
六
八
作
品
を
収
録
し
て
い
る
。

事
不
宜
遅
。
と
に
か
く
以
下
に
列
挙
し
て
み
た
。
上
段
が
詩
題
、
下
段
の
ゴ
チ
ッ
ク
が
、
用
い
ら
れ
て
い
る
微
韻
の
韻
字
。
ま
た
、

当
該
作
品
が
途
中
で
微
韻
以
外
の
押
韻
に
変
化
す
る
い
わ
ゆ
る
「
換
韻
」
が
あ
る
も
の
に
は
韻
字
列
の
下
に
「（
部
分
）」
と
表
示
し
た
。

な
お
、
ご
覧
の
通
り
、
二
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
回
ず
つ
、
韻
の
踏
み
落
と
し
が
あ
る
（﹇
脂
﹈、﹇
疑
﹈
と
括
弧
を
つ
け
て
示
す
）。

︻
沈
佺
期
の
作
品
︼

01
「
和
中
書
侍
郎
楊
再
思
春
夜
宿
直
」
詩 

微
・
稀
・
闈
・
飛

02
「
酬
蘇
員
外
味
玄
夏
晩
寓
直
省
中
見
贈
」
詩 

闈
・
衣
・
微
・
歸
・
飛
・
輝

03
「
天
官
崔
侍
郎
夫
人
盧
氏
挽
歌
」
詩 

違
・
飛
・
微
・
輝

04
「
寄
北
使
幷
序
」
詩 

闈
・
衣
・
飛
・
微
・
威
・
輝
・
歸
・
菲
・
機
・
非

05
「
喜
赦
」
詩 

歸
・
輝
・
衣
・
飛

06
「
和
戸
部
岑
尚
書
參
迹
樞
揆
」
詩 

機
・
輝
・
歸
・
衣
・
稀
・
微
・
菲
・
闈
・
飛
・
揮

07
「
龍
池
篇
」
詩 

飛
・
違
・
微
・
輝
・
歸

08
「
關
山
月
」
詩 
暉
・
圍
・
微
・
歸

09
「
雜
詩
四
首
・
其
二
」
詩 
機
・
飛
・
微
・
衣

10
「
送
洛
州
蕭
司
兵
謁
兄
還
赴
洛
城
禮
」
詩 

輝
・
歸
・
飛
・
衣
・
菲

11
「
李
舎
人
園
送
龐
卲
」
詩 

輝
・
畿
・
騑
・
微
・
威

12
「
七
夕
」
詩 

稀
・
飛
・
歸
・
衣
・
輝

唐
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13
「
仙
萼
池
亭
侍
宴
王
應
制
」
詩 

微
・
稀
・
飛
・
薇
・
衣
・
闈

14
「
哭
道
士
劉
無
得
」
詩 

祈
・
菲
・
飛
・
晞
・
飛
・
衣
・
微
・
幾

15
「
送
盧
管
記
先
客
北
伐
」
詩 

飛
・
圍
・
輝
・
微
・
稀
・
威
・
衣

16
「
春
雨
應
制
」
詩
（『
詩
式
』
所
収
逸
句
） 

歸
・
飛

17
「
七
引
八
首
」
其
五 

韋
・﹇
脂（
７
）﹈・

歸
・
飛
（
部
分
）

18
「
奉
和
春
初
幸
太
平
公
主
南
莊
應
制
」
詩
（
一
説
に
蘇
頲
詩
） 

歸
・
微
・
機
・
飛
・
輝

19
「
逸
句
」（『
錦
繡
萬
花
谷
』
所
収
） 

機
・
飛
・
衣

︻
宋
之
問
の
作
品
︼

20
「
軍
中
人
日
登
高
贈
房
明
府
」
詩 

衣
・
歸
・
菲
（
部
分
）

21
「
奉
和
梁
王
宴
龍
泓
應
教
得
微
字
」
詩 

微
・
衣
・
飛
・
歸

22
「
崧
山
頌
」
詩 

飛
・
衣
・
微
・
威

23
「
送
司
馬
道
士
遊
天
台
」
詩 

違
・
飛
・
歸

24
「
放
白
鷴
篇
」
詩 

違
・
衣
・
飛
（
部
分
）

25
「
明
河
篇
」
詩 

歸
・
衣
・
飛
（
部
分
）

26
「
花
燭
行
」
詩 

依
・
微
・
飛
（
部
分
）

27
「
至
端
州
驛
見
杜
五
審
言
沈
三
佺
期
閻
五
朝
隱
王
二
無
競
題
壁
慨
然
成
詠
」
詩　
　

飛
・
稀
・
歸
（
部
分
）

28
「
則
天
挽
歌
」
詩
（『
詩
式
』
所
収
逸
句
一
聯
） 

歸

29
「
梁
宣
王
挽
詞
三
首
・
其
三
」
詩 
違
・
衣
・
飛
・
歸

30
「
故
趙
王
屬
贈
黄
門
侍
郎
上
官
公
挽
詞
二
首
・
其
二
」
詩 
機
・
闈
・
衣
・
飛

31
「
奉
和
幸
大
薦
福
寺
應
制　
寺
即
中
宗
舊
宅
」
詩 

輝
・
歸
・
扉
・
闈
・
飛
・
衣

32
「
送
李
侍
郎
」
詩 

闈
・
衣
・
畿
・
飛
・
歸

33
「
桂
州
三
月
三
日
」
詩 

輝
・
微
・
歸
（
部
分
）
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34
「
桂
州
黄
潭
舜
祠
」
詩 

﹇
疑（
８
）﹈・
輝
・
妃
・
飛
・
微
・
歸

35
「
廣
州
朱
長
史
宅
觀
妓
」
詩 

歸
・
衣

36
「
早
入
清
遠
峽
」
詩 

沂
・
微
・
衣
・
輝
・
圍
・
圻
・
稀
・
飛
・
歸
・
違
・
菲

37
「
憶
雲
門
」
詩 

飛
・
微

38
「
江
行
見
鸕
鷀
」
詩 

飛
・
歸
・
稀
・
衣

39
「
送
武
進
鄭
明
府
」
詩 

違
・
飛
・
微
・
衣

40
「
王
子
喬
」
詩 

歸
・
非
・
衣
（
部
分
）

41
「
春
日
山
家
」
詩 

歸
・
扉
・
薇
・
違

42
「
緱
山
廟
」
詩 

飛
・
歸
・
稀
・
微

43
「
送
趙
司
馬
赴
蜀
州
」
詩 

微
・
飛
・
歸
・
輝

44
「
使
過
襄
陽
登
鳳
林
寺
閣
」
詩 

微
・
違
・
磯
・
飛
・
歸
・
菲

45
「
嵩
山
夜
還
」
詩 

薇
・
歸

46
「
太
平
公
主
山
池
賦
」 

稀
・
飛
・
歸
・
衣
（
部
分
）

47
「
駕
出
長
安
」
詩
（
一
説
に
王
昌
齢
詩
） 

圍
・
飛
・
微
・
輝

如
何
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
驚
い
た
の
は
、
沈
佺
期
・
宋
之
問
の
二
人
の
作
品
の
場
合
、
と
も
に
現
存
作
品
の
約
一
割
前
後
も
の
作
品

に
微
韻
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
通
り
、
微
韻
の
韻
字
は
数
量
も
少
な
く
、
押
韻
は
容
易
で
は
な
い

（
上
の
一
覧
の
結
果
、
沈
佺
期
・
宋
之
問
が
用
い
た
微
韻
の
韻
字
は
二
十
八
種（
９
））。
に
も
関
わ
ら
ず
、
二
人
は
敢
え
て
こ
の
微
韻
を
頻
繁

に
選
ん
で
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
多
く
は
四
字
・
五
字
韻
ま
で
の
律
詩
や
絶
句
が
多
く
、
ま
た
宋
之
問
に
や
や
多
い

の
は
三
字
・
四
字
押
韻
し
た
の
ち
、
別
の
韻
字
に
換
韻
し
て
作
品
を
続
け
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
。

で
は
、
描
詠
内
容
の
傾
向
を
探
っ
て
み
よ
う
。
ま
ず
目
に
つ
く
の
は
送
別
詩
な
ど
旅
遊
に
関
す
る
も
の（

（1
（

、
ま
た
「
道
士
」
や
「
王
子

喬
」
な
ど
神
仙
に
関
す
る
も
の
も
散
見
さ
れ
る
。
こ
れ
は
飛
・
歸
・
衣
な
ど
の
韻
字
が
多
く
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
関
連
す
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
神
仙
世
界
に
続
け
て
、
宮
殿
や
園
池
に
関
す
る
も
の
に
も
適
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
扉
・
圍
・
闈
・
畿
・
威
な
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ど
が
主
に
韻
字
に
選
ば
れ
て
い
る
。
次
に
、
時
間
的
に
は
夜
の
描
写
を
得
意
と
す
る
。
月
が
輝
き
、
人
影
も
稀
な
風
景
を
詠
む
の
だ
が
、

そ
れ
に
最
も
適
す
る
の
が
宮
殿
に
宿
直
し
た
時
の
詩
歌
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
最
後
に
注
目
さ
れ
る
の
が
挽
歌
な
ど
貴
人
の
葬
送
に

関
す
る
作
品
で
、
現
在
は
皎
然
『
詩
式
』
巻
四（
（1
（

に
残
る
則
天
武
后
の
殯
柩
に
捧
げ
ら
れ
た
宋
之
問
の
一
句
「
還
應
鼎
湖
劍
、
千
載
忽
同

歸
（
還
た
鼎
湖
の
剣
に
応
じ
、
千
載　

忽
と
し
て
同
に
帰
せ
り
=
先
の
一
覧
の
28
）」
に
は
、
断
片
と
は
言
え
、
作
者
宋
之
問
の
胸
中
を

察
す
る
に
、
い
さ
さ
か
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
沈
佺
期
・
宋
之
問
の
個
人
別
集
に
お
け
る
微
韻
の
韻
文
の
概
要
が
分
析
さ
れ
た
が
、
こ
の
中
で
も
、
敢
え
て
挑

戦
的
に
長
篇
と
し
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
詩
歌
が
、
僅
か
な
が
ら
残
さ
れ
て
い
る
。
次
章
に
、
そ
の
作
品
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

二　

沈
佺
期
・
宋
之
問
の
十
韻
詩

則
天
武
后
を
中
心
に
、
武
氏
一
族
が
朝
廷
を
牛
耳
っ
て
い
た
頃
、
時
代
の
寵
児
と
し
て
持
て
囃
さ
れ
た
の
が
沈
佺
期
と
宋
之
問
で
あ

り
、
二
人
の
つ
む
ぎ
出
す
律
詩
で
あ
っ
た
。
や
が
て
、
政
権
が
中
宗
（
李
氏
）
に
戻
る
と
、
二
人
は
相
次
い
で
長
安
を
逐
わ
れ
、
南
方

の
辺
地
に
左
遷
の
憂
き
目
を
見
る
。
沈
佺
期
の
長
篇
微
韻
詩
（
十
韻
）
の
一
つ（

（1
（

は
、
そ
の
道
中
で
の
作
品
と
さ
れ
る
。

　
　

寄
北
使
幷
序
／
一
作
自
考
功
員
外
授
給
事
中　
　

沈
佺
期

　
　
　
　

北
使
に
寄
す　

并
び
に
序
／
ま
た
は
、
考
功
員
外
よ
り
給
事
中
を
授
け
ら
る
（
序
文
な
し
）

　
　
　

長
安
三
年
、
自
考
功
郎
中
拜
給
事
中
。
非
才
曠
任
、
意
多
慚
沮
。
嘗
覽
文
章
、
間
有
緣
情
之
作
。

　
　
　

明
年
獻
春
下
獄
、
未
及
盡
此
詞
、
被
放
南
荒
、
行
到
安
海
。
五
月
二
十
四
日
遇
北
使
、
因
寄
郷
親
。

　
　
　

 

長
安
三
年
（
七
〇
三
）、
考
功
郎
中
よ
り
給
事
中
を
拝
す
。
非
才
に
し
て
任
を
曠む
な

し
う
し
、
意
多
く
し
て
沮く
じ

け
る
を
慚
づ
。

嘗
て
文
章
を
覽
る
に
、
間
に
縁
情
の
作
有
り
。
明
年　

春
を
献む
か

へ
て
獄
に
下
り
、
未
だ
此
の
詞
を
尽
く
す
に
及
ば
ざ
る
に
、

南
荒
に
放
た
れ
、
行
き
て
安
海
に
到
る
。
五
月
二
十
四
日　

北
使
に
遇
ひ
、
因
り
て
郷
親
に
寄
す
。

南
省
推
丹
地　

東
曹
拜
瑣
闈　
　
　

南
省　

丹
地
に
推
さ
れ
、
東
曹
に　

瑣
闈
を
拝
す
。

惠
移
雙
管
筆　

恩
降
五
時
衣　
　
　

恵
ま
れ
て
双
管
の
筆
を
移
さ
れ
、
恩
も
て
五
時
の
衣
を
降
さ
る
。
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出
入
宜
眞
選　

遭
逢
毎
濫
飛　
　
　

出
入
は　

宜
し
く
真
選
な
る
べ
き
も
、
遭
ひ
逢
ふ
は　

毎つ
ね

に
濫
飛
。

器
慚
公
理
拙　

才
謝
子
雲
微　
　
　

器
は
公
理
（
仲
長
統
）
に
慚
ぢ
て
拙
く
、
才
は
子
雲
（
揚
雄
）
に
謝
し
て
微
な
り
。

案
牘
遺
常
禮　

朋
僚
隔
等
威　
　
　

案
牘
は　

常
礼
を
遺の
こ

し
、　

朋
僚
は　

等
威
に
隔
て
ら
る
。

上
台
行
揖
讓　

中
禁
動
光
輝　
　
　

上
台
に　

揖
讓
を
行
へ
ば
、
中
禁
に　

光
輝
動
く
。

旭
日
千
門
起　

初
春
八
舍
歸　
　
　

旭
日
に　

千
門
起
ち
、
初
春　

八
舎
帰
る
。

贈
蘭
聞
宿
昔　

談
樹
隱
芳
菲　
　
　

蘭
を
贈
ら
れ
し
は　

宿
昔
に
聞
こ
え
、
樹
に
談
ぜ
し
と
こ
ろ
も　

芳
菲
に
隠
る
。

何
幸
鹽
梅
處　

唯
憂
對
問
機　
　
　

何
た
る
幸
ひ
ぞ　

塩
梅
の
処
、
唯
だ
対
問
の
機
を
憂
ふ
る
の
み
。

省
躬
知
任
重　

寧
止
冒
榮
非　
　
　

躬
み
づ
か
ら

を
省
み
れ
ば　

任
の
重
き
を
知
る
、
寧な
ん

ぞ
栄
を
冒
せ
し
非
に
止
ま
ら
ん
や
。

 

︹
陶
敏
・
易
淑
蹊
『
沈
佺
期
（
宋
之
問
）
集
校
注
』
巻
二（
（1
（

︺

こ
の
詩
は
、
序
文
の
記
述
に
従
え
ば
、
沈
佺
期
が
驩
州
（
現
在
は
ベ
ト
ナ
ム
北
部
の
都
市
ヴ
ィ
ン
、
中
国
語
地
名
は
栄
市
）
に
流
罪

と
な
っ
た
際
、
途
中
の
安
海
（
陸
州
の
西
端
の
地
名
。
現
在
も
中
国
と
ベ
ト
ナ
ム
の
国
境
と
な
っ
て
い
る
広
西
壮
族
自
治
区
東
興
市
に

当
た
る
）
で
詠
じ
た
も
の
と
い
う
。
た
だ
し
、
注
（
13
）
に
ま
と
め
た
通
り
、
序
文
が
無
く
、
代
わ
り
に
、
そ
の
序
文
の
文
言
の
一
部

を
題
と
す
る
異
文
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
確
か
に
、
こ
の
詩
の
本
文
に
は
、
南
方
へ
の
旅
程
に
つ
い
て
の
描
写
は
無
く
、
南
省
（
尚
書
省
）

よ
り
東
曹
（
門
下
省
）
へ
と
栄
進
し
、
皇
帝
（
即
ち
則
天
武
后
）
の
側
近
と
し
て
、
そ
の
重
任
を
懸
命
に
果
た
そ
う
と
努
力
し
て
い
た

こ
と
が
諄
諄
と
語
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
流
罪
の
道
中
に
あ
っ
て
北
方
（
つ
ま
り
都
）
に
戻
る
使
者
に
託
し
た
、
と
い

う
序
文
の
説
明
も
、
詩
の
本
文
の
内
容
に
、
さ
ほ
ど
乖
離
す
る
も
の
で
は
な
い
。
都
で
の
我
が
栄
光
の
日
々
の
作
品
を
読
み
返
し
て
み

る
と
、
折
に
触
れ
て
の
「
縁
情
の
作
」
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
に
驚
き
、
今
こ
こ
に
「
微
韻
」
の
厳
し
い
格
律
を
以
て
、
沈
佺
期
は
み
ず

か
ら
の
切
迫
し
た
心
情
を
吐
露
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
方
、
宋
之
問
の
作
も
、
地
方
に
左
遷
さ
れ
て
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
偶
然
な
こ
と
に
二
種
類
の
詩
題
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

早
入
清
遠
峽
／
一
作
下
桂
江
龍
目
灘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宋
之
問

　
　
　

早
に
清
遠
峽
に
入
る
／
ま
た
は
、
桂
江
龍
目
灘
を
下
る

傳
聞
峽
山
好　

旭
日
棹
前
沂　
　
　

伝
へ
聞
く　

峡
山
の
好よ

ろ
し
き
を
、
旭
日　

前
沂
に
棹
さ
す
。
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雨
色
搖
丹
嶂　

泉
聲
聒
翠
微　
　
　

雨
色
に　

丹
嶂
は
揺
ら
ぎ
、
泉
声　

翠
微
に
聒
か
ま
び
す

し
。

兩
巖
天
作
帶　

萬
壑
樹
披
衣　
　
　

両
巌　

天
は
帯
と
作
り
、
万
壑　

樹
は
衣
を
披
く
が
ご
と
し
。

秋
橘
迎
霜
序　

春
藤
礙
日
輝　
　
　

秋
橘
は　

霜
の
序と
き

を
迎
へ
ん
と
し
、
春
藤
は　

日
の
輝
き
を
礙さ
へ
ぎる

。

翳
潭
花
似
織　

緣
嶺
竹
成
圍　
　
　

翳
潭　

花
は
織
る
に
似
て
、
縁
嶺　

竹
は
囲し
げ

み
を
成
す
。

寂
歷
環
沙
浦　

蔥
蘢
轉
石
圻　
　
　

寂
歴
た
り　

環
沙
の
浦
、
蔥
蘢
た
り　

転
石
の
圻き
し
べ。

露
餘
江
未
熱　

風
落
瘴
初
稀　
　
　

露
餘　

江
い
ま
だ
熱
せ
ず
、
風
落や

み
て　

瘴
初
め
て
稀
な
り
。

猿
飮
排
虛
上　

禽
驚
掠
水
飛　
　
　

猿
飲み
づ
の

ま
ん
と　

虚そ
ら

を
排
し
て
上
り
、
禽
驚
き
て　

水
を
掠か
す

め
て
飛
ぶ
。

榜
童
夷
唱
合　

樵
女
越
吟
歸　
　
　

榜
童　

夷
唱
合
し
、
樵
女　

越
吟
し
て
帰
る
。

良
候
斯
爲
美　

邊
愁
自
有
違　
　
　

良
候　

斯
く
も
美
と
為
す
も
、
辺
愁　

自
ら
違
ふ
有
り
。

誰
言
望
郷
國　

流
涕
失
芳
菲　
　
　

誰
か
言
は
ん　

郷
国
を
望
め
る
か
と
、
流
涕
す
る
は　

芳
菲
を
失
ひ
し
の
み
。

 

︹
陶
敏
・
易
淑
蹊
『（
沈
佺
期
）
宋
之
問
集
校
注
』
巻
三（
（1
（

︺

こ
の
詩
は
末
尾
の
一
聯
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
間
違
い
な
く
遠
流
の
地
よ
り
「
郷
国
を
望
」
み
て
の
作
で
あ
る
。
た
だ
し
、
詩
人
み

ず
か
ら
の
説
く
、
そ
の
「
流
涕
」
の
理
由
は
、
た
だ
「
芳
菲
」
の
春
を
過
ぎ
し
故
と
の
こ
と
だ
が
。

詩
題
の
異
同
は
、
推
定
さ
れ
る
製
作
地
を
め
ぐ
る
差
異
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
そ
れ
は
作
ら
れ
た
時
期
の
相
違
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
ず
、
一
本
と
し
て
詩
題
に
上
が
る
「
桂
江
」
は
、
現
在
も
中
国
屈
指
の
渓
流
下
り
の
景
勝
地
桂
林
（
広
西
壮
族
自
治
区
）
の
漓
江
を

指
し
て
い
る
。
陶
敏
・
易
淑
蹊
両
氏
の
校
注
本
に
付
録
さ
れ
る
年
譜
で
は
、
そ
れ
は
宋
之
問
の
最
後
の
流
刑
地
桂
州
で
あ
り
、
時
に
先

天
元
年
（
七
一
二
）
に
当
た
る
。
同
年
秋
八
月
、
父
睿
宗
よ
り
譲
位
を
受
け
た
玄
宗
李
隆
基
は
、
そ
の
新
政
の
手
始
め
に
、
貶
謫
中
の

宋
之
問
に
自
死
の
命
を
下
し
て
い
る
。
さ
れ
ば
、
こ
の
川
下
り
の
一
日
は
、
彼
の
死
の
僅
か
数
ヶ
月
前
の
こ
と
に
な
る
。

一
方
、「
清
遠
峡
」
を
題
と
す
る
場
合
、
そ
の
製
作
地
は
広
州
清
遠
県
（
現
在
の
広
東
省
清
遠
市
、
広
州
市
の
北
隣
に
所
在
）
と
な

る
。
宋
之
問
は
、
生
涯
に
二
度
の
南
方
左
遷
を
経
験
し
た
が
、
そ
の
二
度
目
、
終
焉
の
地
桂
州
に
至
る
ま
で
の
経
路
は
、（
ａ
）
景
龍
三

年
（
七
〇
九
）
秋
に
都
か
ら
越
州
長
史
に
貶
謫
（
現
在
の
浙
江
省
紹
興
市
）、（
ｂ
）
翌
景
雲
元
年
（
七
一
〇
）
六
月
、
欽
州
へ
流
罪
（
現

在
の
行
政
単
位
も
広
西
壮
族
自
治
区
欽
州
市
）、
さ
ら
に
（
ｃ
）
景
雲
二
年
（
七
一
一
）
に
桂
州
へ
の
移
動
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
陶
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敏
・
易
淑
蹊
両
氏
校
注
本
付
録
の
年
譜
で
は
、
こ
の
（
ｂ
）
越
州
か
ら
欽
州
へ
の
途
次
、
も
し
く
は
（
ｃ
）
欽
州
か
ら
桂
州
へ
の
途
次（
（1
（

に
こ
こ
に
立
ち
寄
っ
た
の
だ
ろ
う
と
推
定
す
る
。

だ
が
、『
増
訂
注
釈
全
唐
詩
』
収
録
の
張
明
非
氏
の
注
釈
で
は
、
詩
題
は
あ
く
ま
で
も
「
早
入
清
遠
峡
」
を
是
と
し（

（1
（

、
さ
ら
に
そ
の
時

期
を
、
宋
之
問
の
一
度
目
の
左
遷
、
す
な
わ
ち
神
龍
元
年
（
七
〇
五
）
瀧
州
参
軍
へ
の
出
向
の
時
だ
と
断
定
し
て
い
る
。
瀧
州
は
現
在

の
広
東
省
羅
定
市
、
大
庾
嶺
を
越
え
て
、
南
に
下
る
た
め
に
は
、
こ
こ
清
遠
峡
は
必
ず
通
過
す
る
場
所
の
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
張
明
非
説
に
従
う
な
ら
ば
、
実
は
更
に
興
味
深
い
事
実
が
発
見
で
き
そ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
先
掲
の
沈
佺

期
の
十
韻
の
微
韻
詩
と
、
こ
の
宋
之
問
の
十
一
韻
の
微
韻
詩
と
が
、
ピ
タ
リ
と
同
一
年
（
し
か
も
旧
暦
五
月
か
ら
六
月（
（1
（

）
に
比
定
さ
れ

る
た
め
で
あ
る
。
沈
佺
期
詩
の
製
作
年
は
、
先
掲
の
序
文
に
長
安
三
年
（
七
〇
三
）
の
「
明
年
献
春
（
つ
ま
り
七
〇
四
年
正
月
）」
に

「
下
獄
」
と
あ
り
、
そ
の
続
き
を
読
み
進
め
る
と
、
そ
の
年
の
う
ち

0

0

0

0

0

0

に
驩
州
流
謫
が
決
ま
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
沈

佺
期
の
投
獄
は
翌
年
ま
で
の
長
期
に
及
び
、
驩
州
に
流
さ
れ
、
こ
の
「
寄
北
使
」
詩
を
詠
ん
だ
「
五
月
二
十
四
日
」
と
は
、
ま
さ
し
く

神
龍
元
年
（
七
〇
五
）
に
当
た
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
広
州
の
清
遠
峡
（
そ
こ
に
は
梁
の
武
帝
創
建
に
よ
る
広
慶
寺
が
あ
る
）
は
、
先

述
の
通
り
瀧
州
に
向
か
う
際
の
宋
之
問
が
通
過
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
同
じ
年

0

0

0

、
驩
州
に
向
か
う
沈
佺
期
も
ま
た
、
大
庾
嶺
を
越
え
て

広
東
に
入
っ
て
お
り（

（1
（

、
い
ず
れ
が
先
か
は
未
詳
だ
が
、
や
は
り
こ
こ
を
通
過
し
た
よ
う
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
沈
佺
期
が
清
遠
峡
を

通
過
し
た
際
、
先
着
の

0

0

0

宋
之
問
の
詩
を
読
み
、
感
銘
を
受
け
て
み
ず
か
ら
も
十
韻
詩
に
挑
戦
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
は
た
ま
た
沈
佺
期

の
安
海
で
の
詩
が
先
に
詠
ま
れ

0

0

0

0

0

、
後
か
ら
広
東
に
入
っ
た
宋
之
問
が
、
そ
の
「
北
使
」
に
遭
遇
し
、
彼
の
清
遠
峡
で
の
十
一
韻
が
生
ま

れ
た
の
か
、
い
ず
れ
か
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

微
韻
の
長
篇
詩
を
詠
む
こ
と
は
難
題
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
南
遷
中
の
両
者
に
こ
の
よ
う
な
連
鎖
反
応
が
起
こ
る
こ
と
も
、
も
し
か
す

る
と
、
十
分
に
有
り
得
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

三　

祈
る
張
九
齢
・
依
り
そ
う
杜
甫

さ
て
、
沈
宋
の
時
代
を
過
ぎ
、
以
後
ど
の
よ
う
な
作
品
が
あ
る
の
か
、
幾
つ
か
簡
略
に
、
そ
の
微
韻
長
篇
詩
を
尋
ね
下
っ
て
み
た
い
。
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そ
こ
で
目
に
止
ま
っ
た
の
が
、
次
の
張
九
齢
（
六
七
八
~
七
四
〇
）
と
杜
甫
（
七
一
二
~
七
七
〇
）
の
詩
で
あ
る
。

　
　

洪
州
西
山
祈
雨　
是
日
輒
應
、
因
賦
詩
言
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

張
九
齡　

　
　
　
　

洪
州
の
西
山
に
て
雨
を
祈
る　
︹
自
注
︺
是
の
日　

輒
ち
応
ず
、
因
り
て
詩
を
賦
し
て
事
を
言
ふ
。

茲
山
蘊
靈
異　

走
望
良
有
歸　
　
　

茲
の
山　

霊
異
を
蘊あ
つ

む
、
走ゆ

き
て
望い
の

れ
ば　

良ま
こ
とに
帰
す
る
有
り
。

丘
禱
雖
已
久　

甿
心
難
重
違　
　
　

丘
祷　

已
に
久
し
と
雖
も
、
甿た
み

の
心
は
重
ね
て
違
ひ
難
し
。

遲
明
申
藻
薦　

先
夕
旅
巖
扉　
　
　

遅あ
か
つ
き明
に　

藻
薦
を
申の

べ
ん
と
、
先
夕
よ
り　

巌
扉
に
旅
す
。

獨
宿
雲
峰
下　

蕭
條
人
吏
稀　
　
　

独
り
宿
る　

雲
峰
の
下
、
蕭
条
と
し
て　

人
吏
稀
な
り
。

我
來
不
外
適　

幽
抱
自
中
微　
　
　

我
の
来
た
る
や　

適
を
外
さ
ず
、
幽
抱　

自
ら
微
に
中あ

つ
。

靜
入
風
泉
奏　

涼
生
松
栝
圍　
　
　

静
け
さ
は
風
泉
の
奏
で
る
に
入
り
、
涼
し
さ
は
松
栝
の
囲し
げ

み
よ
り
生
ず
。

窮
年
滯
遠
想　

寸
晷
閲
清
暉　
　
　

窮
年　

遠
想
も
滞
ら
ん
と
す
る
に
、
寸に
は
か晷
に　

清あ
さ
ひ暉
を
閲
す
。

虛
美
悵
無
屬　

素
情
緘
所
依　
　
　

虚
美　

属つ
づ

る
無
き
を
悵う
ら

み
、
素
情　

依
る
所
を
緘
す
。

詭
隨
嫌
弱
操　

羇
束
謝
貞
肥　
　
　

詭
隨　

弱
操
を
嫌
ひ
、
羇
束　

貞
肥
に
謝
す
。

義
濟
亦
吾
道　

誠
存
爲
物
祈　
　
　

義
済
も
亦
た
吾
が
道
な
り
、
誠
存
し
て
物
の
為
に
祈
る
。

靈
心
倏
已
應　

甘
液
幸
而
飛　
　
　

霊
心　

倏
と
し
て
已
に
応
じ
、
甘
液
は　

幸
ひ
に
し
て
飛
べ
り
。

閉
閣
且
無
責　

隨
車
安
敢
希　
　
　

閉
閣
し
て　

且し
ば

ら
く
責
無
く
、
随
車　

安
ん
ぞ
敢
へ
て
希ね
が

は
ん
。

多
慚
德
不
感　

知
復
是
耶
非　
　
　

多
く
慚
づ　

徳
の
感
ぜ
ざ
る
を
、
復
た
是
な
る
か
非
な
る
か
を
知
ら
ん
や
。

 

︹
熊
飛
『
張
九
齢
集
校
注
』
巻
四（
（1
（

︺

こ
の
詩
は
、
開
元
十
五
年
（
七
二
七
）
か
ら
同
十
八
年
（
七
三
〇
）
張
九
齢
が
洪
州
刺
史
と
し
て
、
現
在
の
江
西
省
南
昌
市
に
在
任

し
て
い
た
頃
の
作
で
あ
る
。
旱
天
が
続
き
、
農
作
物
へ
の
被
害
を
心
配
す
る
「
甿
」（
民
衆
た
ち
）
の
た
め
に
、
彼
が
自
ら
城
市
西
郊
の

「
西
山
」（
別
名
南
昌
山
、
道
教
三
十
六
洞
天
の
第
十
二
）
に
登
頂
し
、
雨
を
乞
う
た
時
の
一
部
始
終
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
す
る
と
至

誠
が
天
に
届
い
た
の
か
、
そ
の
日
の
う
ち
に
「
甘
液
」
の
ご
と
き
慈
雨
が
天
よ
り
降
り
そ
そ
い
だ
と
い
う
。
自
ら
の
仁
徳
で
旱
魃
の
際

に
「
車
に
随
」
っ
て
雨
を
降
ら
せ
た
と
い
う
後
漢
の
鄭
弘（
（2
（

ま
で
は
至
ら
ず
と
も
、
せ
め
て
黄
老
の
学
を
修
め
「
閣
に
閉
じ
」
こ
も
っ
た
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ま
ま
任
地
を
大
い
に
治
め
た
と
い
う
前
漢
の
汲
黯
（『
史
記
』
巻
百
二
十
ま
た
『
漢
書
』
巻
五
十
）
く
ら
い
の
太
守
で
あ
り
た
い
と
い
う

張
九
齢
の
「
祈
」
り
が
、
こ
の
十
三
韻
の
微
韻
詩
を
ま
と
め
上
げ
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
次
に
挙
げ
る
杜
甫
の
詩
は
、
大
暦
二
年
（
七
六
七
）
虁
州
の
瀼
西
で
営
ん
で
い
た
果
樹
園（
（2
（

で
の
作
で
あ
る
。

　

甘　

林　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杜
甫

舍
舟
越
西
岡　

入
林
解
我
衣　
　
　

舟
を
舎す

て
て
西
岡
を
越
え
、
林
に
入
り
て
我
が
衣
を
解
く
。

青
芻
適
馬
性　

好
鳥
知
人
歸　
　
　

青
き
芻く
さ　

馬
性
に
適
し
、
好
き
鳥　

人
の
帰
る
を
知
り
た
り
。

晨
光
映
遠
岫　

夕
露
見
日
晞　
　
　

晨あ
さ
ひ光　

遠
岫
に
映
え
、
夕よ
つ
ゆ露
は
日
を
見あ
び

て
晞か
は

け
り
。

遲
暮
少
寢
食　

清
曠
喜
荊
扉　
　
　

遅お
い
て暮　

寝
食
少
な
く
、
清
曠
に
は
荊
扉
を
喜
ぶ
。

經
過
倦
俗
態　

在
野
無
所
違　
　
　

経
過
す
る
に
俗
態
に
倦
み
、
野
に
在
れ
ば
違た
が

ふ
所
無
し
。

試
問
甘
藜
藿　

未
肯
羨
輕
肥　
　
　

試
み
に
藜
藿
の
甘
き
を
問
ふ
も
、
未
だ
軽
肥
を
羨
む
を
肯
ん
ぜ
ず
。

喧
靜
不
同
科　

出
處
各
天
機　
　
　

喧
と
静
と　

科
い
ば
し
よ

を
同
じ
う
せ
ず
、
出
処　

各
お
の
天
機
あ
り
。

勿
矜
朱
門
是　

陋
此
白
屋
非
』　　

 
朱
門
の
是
な
る
を
矜ほ
こ

り
、
此
の
白
屋
の
非
な
る
を
陋
と
す
る
勿
れ
。

明
朝
步
鄰
里　

長
老
可
以
依　
　
　

明
く
る
朝　

隣
里
に
歩
め
ば
、
長
老　

以
て
依よ

る
べ
し
。

時
危
賦
斂
數　

脱
粟
爲
爾
揮　
　
　

時
危
う
く　

賦
斂
数し
ば

し
ば
な
れ
ば
、
脱げ
ん
ま
い粟
は　

爾そ

の
爲
に
揮
へ
り
。

相
攜
行
荳
田　

秋
花
靄
菲
菲　
　
　

相
携
へ
て
荳
田
に
行
け
ば
、
秋
花　

靄
と
し
て
菲
菲
た
り
。

子
實
不
得
喫　

貨
市
送
王
畿　
　
　

マ
メ
の
子
実
は
吃
す
る
を
得
ず
、
市
に
貨う

り
て
王
畿
に
送
ら
ん
。

盡
添
軍
旅
用　

迫
此
公
家
威　
　
　

尽
く
軍
旅
の
用
に
添
ふ
る
は
、
此
の
公お
か
み家
の
威
に
迫
ら
れ
し
な
り
。

主
人
長
跪
問　

戎
馬
何
時
稀　
　
　

主
人　

長
跪
し
て
問
ふ
、「
戎
馬
の
い
く
さ　

何
れ
の
時
に
か
稀や

ま
ん
」
と
。

我
衰
易
悲
傷　

屈
指
數
賊
圍　
　
　

我
衰
へ
て　

悲
傷
し
易
く
、
指
を
屈
し
て
賊
囲
を
数
ふ
る
の
み
。

勸
其
死
王
命　

愼
莫
遠
奮
飛　
　
　

其
の
王
命
に
死
す
る
を
勧
め
ん
。
慎
ん
で
遠
く
奮
飛
（
逃
亡
）
す
る
莫
れ
。

 

︹
仇
兆
鰲
『
杜
詩
詳
注
』
巻
十
九（
（2
（

︺

い
よ
い
よ
微
韻
長
篇
詩
も
十
六
韻
に
至
っ
た
。
や
は
り
杜
甫
の
力
量
の
非
凡
な
る
こ
と
に
、
改
め
て
敬
服
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
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で
は
今
仮
に
半
分
の
十
六
句
目
に
』
印
を
挿
入
し
た
が
、
杜
甫
の
微
韻
長
篇
詩
へ
の
く
ふ
う

0

0

0

と
し
て
、
詩
歌
の
内
容
を
半
分
の
八
韻
ず

つ
に
区
切
り
、
そ
の
描
詠
の
内
容
が
整
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
注
目
し
て
お
き
た
い
。
詩
の
舞
台
は
「
甘
林
」（
果
樹
園
）
で
あ
る
が
、
前

半
に
は
我
が
帰
宅
の
快
適
さ
を
、
そ
し
て
後
半
は
一
転
し
て
時
な
ら
ぬ
「
賦
斂
」（
徴
税
）
に
喘
ぐ
近
隣
の
村
び
と
た
ち
の
実
情
が
語
ら

れ
る
。
威
張
る
「
公
家
」
へ
の
怒
り
が
、「
奮
飛
」（
逃
戸
、
つ
ま
り
村
を
棄
て
て
の
逃
亡
）
ま
で
を
も
考
え
る
農
民
た
ち
へ
の
憐
憫
に

繋
が
っ
て
い
る
。
杜
甫
は
、
あ
く
ま
で
も
農
民
た
ち
に
依
り
添
う
立
場
を
貫
く
。

四　

韓
愈
の
扉

さ
て
、
本
稿
の
取
り
あ
え
ず
の
終
着
点
を
、
中
唐
の
韓
愈
（
七
六
八
~
八
二
四
）
と
し
た
い
。
こ
れ
も
『
唐
詩
三
百
首
』
巻
三
に
採

ら
れ
る
名
作
で
あ
る
。

　

山　

石　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

韓
愈

山
石
犖
确
行
徑
微　
　
　

山
石　

犖
确
と
し
て　

行
経
微か
す
かな
り
、

黃
昏
到
寺
蝙
蝠
飛　
　
　

黄
昏
に
寺
に
到
れ
ば　

蝙
蝠
飛
ぶ
。

升
堂
坐
階
新
雨
足　
　
　

堂
に
升
り　

階
に
坐
す
れ
ば　

新
雨
足た

り
、

芭
蕉
葉
大
支
子
肥　
　
　

芭
蕉
は　

葉　

大
に
し
て　

支く
ち
な
し子
肥
え
た
り
。

僧
言
古
壁
佛
畫
好　
　
　

僧
は
言
ふ
「
古
壁
の
仏
画
好
ろ
し
」
と
、

以
火
來
照
所
見
稀　
　
　

火
を
以
て
来
た
り
照
ら
す
も　

見
る
と
こ
ろ
稀
な
り
。

鋪
床
拂
席
置
羹
飯　
　
　

床
を
鋪
き　

席
を
払
ひ
て　

羹
飯
を
置
く
、

疏
糲
亦
足
飽
我
飢（
（2
（

　
　
　

疏そ
れ
い糲
も
亦
た
我
が
飢
（
=
饑
）
え
を
飽
か
し
む
る
に
足
れ
り
。

夜
深
靜
臥
百
蟲
絶　
　
　

夜
深ふ

け
て
静
か
に
臥
す
れ
ば　

百
虫
絶
え
、

清
月
出
嶺
光
入
扉
』　　

 

清
月　

嶺
よ
り
出
で
て　

光　

扉
よ
り
入
る
。

天
明
獨
去
無
道
路　
　
　

天よ
く
あ
さ明　

ひ
と
り
去ゆ

く
に　

道
路
無
く
、
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出
入
高
下
窮
煙
霏　
　
　

出
入　

高
下　

煙
霏
を
窮
む
。

山
紅
澗
碧
紛
爛
漫　
　
　

山
の
紅も
み
ぢ　

澗
の
碧み
ど
り　

紛
と
し
て
爛
漫
た
り
、

時
見
松
櫪
皆
十
圍　
　
　

時
に
見
ゆ
る
松
も
櫪く
ぬ
ぎも

皆
十
囲
。

當
流
赤
足
蹋
澗
石　
　
　

流
れ
に
当
た
り　

赤は
だ
し足
に
な
り
て
澗
石
を
踏
め
ば
、

水
聲
激
激
風
吹
衣　
　
　

水
声
は
激
激　

風
は
衣
を
吹
け
り
。

人
生
如
此
自
可
樂　
　
　

人
生
は
此
く
の
如
し　

お
の
づ
か
ら
楽
し
む
べ
し
、

豈
必
局
束
爲
人
鞿　
　
　

豈
に
必
ず
し
も
局
束
と
し
て
人
の
た
め
に
鞿ほ
だ

さ
れ
ん
や
。

嗟
哉
吾
黨
二
三
子　
　
　

嗟あ
あ
！哉　

吾
が
党
の
二
三
子
よ
、

安
得
至
老
不
更
歸　
　
　

い
づ
く
ん
ぞ
老
い
に
至
る
ま
で
更
に
帰
ら
ざ
る
を
得
ん
や
。

 

︹
銭
仲
聯
『
韓
昌
黎
詩
繋
年
集
釈
』
巻
三（
（2
（

︺

こ
の
詩
も
前
後
半
で
詩
の
内
容
が
一
変
す
る
。
も
し
か
す
る
と
、
こ
の
手
法
は
杜
甫
の
微
韻
詩
に
学
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。
一
夜

の
宿
に
投
じ
た
寺
院
の
「
古
壁
仏
画
」
な
ど
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
山
道
に
生
え
る
松
や
ク
ヌ
ギ
の
よ
う
に
た
く
ま
し
く
、
そ
し

て
渓
流
に
バ
シ
ャ
バ
シ
ャ
と
水
し
ぶ
き
を
揚
げ
て
涼
を
取
る
よ
う
に
、
自
分
の
「
人
生
」
を
堂
々
と
歩
め
、
と
韓
愈
は
諭
す
。

さ
て
、
韓
愈
の
微
韻
詩
の
最
長
篇
は
、
次
の
毎
句
韻
（
す
な
わ
ち
柏
梁
体
）
の
詩
で
あ
る
。

　

送
區
弘
南
歸　
　

區お
う
こ
う弘
の
南
に
帰
る
を
送
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

韓
愈

穆
昔
南
征
軍
不
歸　
　
　

穆
（
周
の
穆
王
）
昔　

南
征
し
て　

軍
は
帰
ら
ず
、

蟲
沙
猿
鶴
伏
以
飛　
　
　

虫
沙
猿
鶴
と
な
り
て　

伏
し
て
以
て
飛
ぶ
。

洶
洶
洞
庭
莽
翠
微　
　
　

洶
洶
た
る
洞
庭　

翠
微
莽
た
り
、

九
疑
鑱
天
荒
是
非　
　
　

九
疑
は
天
に
鑱き
り
たち
て　

是
非
も
荒
た
り
。

野
有
象
犀
水
貝
璣　
　
　

野
に
は
象
犀
有
り　

水
に
は
貝
璣
あ
り
、

分
散
百
寶
人
士
稀　
　
　

百
宝
を
分
散
し
て　

人
士
稀
な
り
。

我
遷
於
南
日
周
圍　
　
　

我　

南
に
遷
り
て
よ
り　

日
は
周
囲
（
一
年
経
過
）
し
、
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來
見
者
衆
莫
依
俙
』　　

 

来
見
す
る
者
衆お
ほ

き
も　

依
俙
た
る
莫
し
。

爰
有
區
子
熒
熒
暉　
　
　

爰こ
こ

に
区
子
有
り　

熒
熒
と
し
て
暉
く
、

觀
以
彝
訓
或
從
違　
　
　

観
る
に
彝
訓
を
以
て
す
れ
ば　

或
は
従
ひ　

ま
た
違
へ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
。

我
念
前
人
譬
葑
菲　
　
　

我　

前
人
の
葑
菲
に
譬た
と

へ
る
を
念
ひ
、

落
以
斧
引
以
纆
徽　
　
　

落
と
す
に
斧
を
以
て
し　

引
く
に
纆
徽
を
以
て
す
。

雖
有
不
逮
驅
騑
騑　
　
　

駆
り
て
騑
騑
た
る
に
逮
ば
ざ
る
有
り
と
雖
も
、

或
採
於
薄
漁
於
磯　
　
　

或
は
薄や
ぶ

に
採
り　

磯
に
漁
す
。

服
役
不
辱
言
不
譏　
　
　

服
役
に
辱
じ
ず　

言
譏そ
し

ら
ず
、

從
我
荊
州
來
京
畿
』　　

 
我
に
従
ひ
て　

荊
州
よ
り
京
畿
に
来
た
る
。

離
其
母
妻
絶
因
依　
　
　

其
の
母
と
妻
を
離
れ　

因
依
す
る
を
絶
つ
、

嗟
我
道
不
能
自
肥　
　
　

嗟あ
あ　

我
が
道
は
自
ら
肥
ゆ
る
能
は
ず
。

子
雖
勤
苦
終
何
希　
　
　

子き
み

は
勤
苦
す
と
雖
も　

終
に
何
を
か
希ね
が

は
ん
、

王
都
觀
闕
雙
巍
巍　
　
　

王
都
の
観
闕　

双
び
に
巍
巍
た
り
。

騰
蹋
衆
駿
事
鞍
鞿　
　
　

騰
踏
せ
る
衆
駿
は　

鞍
鞿
を
事
と
し
、

佩
服
上
色
紫
與
緋　
　
　

佩
服
せ
る
上
色
は　

紫
と
緋
と
あ
り
。

獨
子
之
節
可
嗟
唏　
　
　

ひ
と
り
子
の
節
の
み　

嗟
唏
す
べ
し
、

母
附
書
至
妻
寄
衣
』　　

 

母
は
書
を
附
し
て
至
り　

妻
は
衣
を
寄
す
。

開
書
拆
衣
淚
痕
晞　
　
　

書
を
開
き　

衣
を
拆ひ
ら

け
ば　

涙
痕
の
晞か
は

け
る
あ
り
、

雖
不
敕
還
情
庶
幾　
　
　

還か
へ

れ
と
勅い
ま
しめ
ず
と
雖
も　

情
は
庶こ
ひ
ね
が幾
は
ん
。

朝
暮
盤
羞
惻
庭
闈　
　
　

朝
暮
の
盤
羞
に　

庭
闈
を
惻い
た

ま
し
め
、

幽
房
無
人
感
伊
威
』　　

 

幽
房
に
人
無
く　

伊ダ

ン

ゴ

ム

シ

威
（
=
蝛
）
に
感
ず
。

人
生
此
難
餘
可
祈　
　
　

人
生　

此
れ
の
み
ぞ
難
し　

餘
は
祈
る
べ
け
ん
や
、
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子
去
矣
時
若
發
機　
　
　

子
よ
去
れ
！　

時
は
機ゆ
み

を
発
す
る
が
若
し
。

蜃
沈
海
底
氣
昇
霏　
　
　

蜃
は
海
底
に
沈
む
も　

気
は
昇
霏
し
、

彩
雉
野
伏
朝
扇
翬　
　
　

彩
雉
は
野
に
伏
す
も　

朝
に
扇あ

が
り
翬と

べ
り
。

處
子
窈
窕
王
所
妃　
　
　

処
子
の
窈
窕
た
る
は　

王
の
妃
と
す
る
所
、

苟
有
令
德
隱
不
腓　
　
　

苟
く
も
令
徳
有
ら
ば　

隠
る
と
も
腓し
ぼ

ま
ず
。

況
今
天
子
鋪
德
威　
　
　

況
ん
や
今　

天
子
は
徳
威
を
鋪し

き
た
ま
ひ
、

蔽
能
者
誅
薦
受

』　　
 

能
を
蔽お
ほ

ふ
者
は
誅
せ
ら
れ　

薦す
す

む
る
も
の
は
禨さ
ち

を
受
く
。

出
送
撫
背
我
涕
揮　
　
　

出
で
て
送
り　

背
を
撫
し
つ
つ　

我
は
涕な
み
だを
揮ふ
る

ふ
、

行
行
正
直
愼
脂
韋　
　
　

行
き
行
き
て
正
直
に
し
て　

脂
韋
を
慎
め
。

業
成
志
樹
來
頎
頎　
　
　

業
成
り　

志
樹た

ち
て　

來
た
り
て
頎
頎
た
れ
ば
、

我
當
爲
子
言
天
扉　
　
　

我
ま
さ
に
子
の
為た
め

に
天み
か
ど扉
に
言
ふ
べ
し
。

 

︹
銭
仲
聯
『
韓
昌
黎
詩
繋
年
集
釈
』
巻
五（
（2
（

︺

こ
の
詩
は
元
和
元
年
（
八
〇
六
）
長
安
で
の
作
。
現
在
の
と
こ
ろ
筆
者
が
確
認
し
得
た
微
韻
の
唐
詩
の
中
で
、
最
長
篇
の
も
の
で
あ

る
が
、
さ
す
が
に
韓
愈
の
よ
う
な
大
才
を
以
て
し
て
も
、
微
韻
で
詩
歌
を
綴
る
こ
と
は
、
か
く
も
困
難
な
こ
と
な
の
か
と
、
思
い
を
新

た
に
さ
せ
ら
れ
た
作
品
で
あ
る
。
こ
の
詩
も
』
印
を
付
し
た
よ
う
に
、
八
句
あ
る
い
は
四
句
を
段
落
に
分
け
て
読
む
と
少
し
は
理
解
し

易
く
な
る
だ
ろ
う
。
陽
山
令
に
左
遷
さ
れ
た
際
、
現
地
で
彼
の
身
の
回
り
を
支
え
た
若
者
区
弘
（
区
の
発
音
は
欧
に
同
じ
）
に
与
え
た

詩
で
あ
る
。
区
子
は
け
な
げ

0

0

0

に
も
陽
山
を
離
れ
た
韓
愈
に
付
き
従
い
、
は
る
ば
る
都
長
安
ま
で
供
を
し
た
の
だ
が
、
実
家
で
寂
し
く
暮

ら
す
老
い
た
母
と
い
ま
だ
新
婚
の
妻
の
た
め
に
、
韓
愈
は
区
子
に
故
郷
に
帰
る
よ
う
に
告
げ
た
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
区
子
の
当
初
の
回
答
は
、
否
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
韓
愈
は
彼
の
そ
の
よ
う
な
気
持
ち
を
察
し
な
が
ら
、
や
は

り
一
旦
は
帰
郷
す
る
よ
う
命
令
す
る
。
こ
ん
ど
上
京
し
た
ら
、
き
っ
と
「
天
扉
」（
朝
廷
）
に
お
前
を
推
薦
し
て
や
る
か
ら
、
と
。

微
韻
で
長
篇
の
詩
を
作
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
詩
人
の
側
に
、
カ
オ
ス
の
よ
う
に
混
沌
と
し
た
、
か
つ
強
力
な
詠
詩
の
感
情

が
噴
出
す
る
時
、
そ
の
感
情
を
受
け
止
め
、
蔚
然
と
詩
歌
と
し
て
の
形
を
与
え
る
の
が
、
こ
の
微
韻
に
属
す
る
韻
字
群
で
あ
っ
た
。
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さ
て
本
誌
の
規
定
字
数
を
超
過
し
、
こ
れ
以
上
の
贅
言
は
許
さ
れ
な
い
が
、
区
弘
の
故
郷
で
あ
る
陽
山
は
、
現
在
の
行
政
単
位
で
は

広
東
省
清
遠

0

0

市
に
属
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
宋
之
問
の
詩
と
韓
愈
の
こ
の
柏
梁
体
の
詩
は
、
実
は
一
つ
の
場
所
で
繋
が
っ
て
い
る
。

注

（
1
）  

台
湾
・
藝
文
印
書
館
、
一
九
六
七
年
初
版
。
こ
れ
は
清
の
張
士
俊
の
沢
存
堂
刻
本
（
覆
宋
本
）
に
、
近
代
の
周
祖
謨
（
一
九
一
四
~
一

九
九
五
）
が
校
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
2
）  

上
平
八
微
韻
に
収
録
さ
れ
る
韻
字
数
は
一
四
〇
字
。
そ
こ
に
周
祖
謨
に
よ
っ
て
、
幃
︹
許
帰
切
︺、

︹
符
非
切
︺、
蘄
︹
巨
希
切
︺
の

三
字
が
追
補
さ
れ
た
が
、
幃
は
す
で
に
︹
両
非
切
︺
に
、
蘄
は
︹
巨
斤
切
︺
に
配
置
さ
れ
て
い
て
重
複
す
る
。
ま
た
幾
と

の
二
字
も
、

と
も
に
︹
渠
希
切
︺
と
︹
居
依
切
︺
の
小
韻
の
中
に
見
え
、
こ
れ
も
重
複
す
る
。
従
っ
て
こ
の
四
字
の
重
複
分
を
減
算
す
る
と
、
合
計
一

三
九
字
と
な
る
。
な
お
、
さ
ら
に
輝
・
煇
・
暉
︹
す
べ
て
許
帰
切
︺
な
ど
、
発
音
が
同
じ
で
字
義
も
ほ
ぼ
等
し
い
も
の
が
ま
だ
含
ま
れ
る

た
め
、
そ
の
実
数
は
さ
ら
に
小
さ
く
な
る
。

（
3
）  

「
度●

〇

●
寒
食
」
三
字
は
、
平
声
「
寒
」
字
の
上
下
を
仄
声
の
「
度
」「
食
」
の
二
字
で
挟
む
い
わ
ゆ
る
「
挟
平
格
」
と
な
る
。
今
体
詩
に
お

い
て
許
容
さ
れ
る
平
仄
式
な
の
で
、
こ
こ
で
は
「
▲
」
記
号
に
よ
っ
て
示
す
。

（
4
）  

陳
鉄
民
『
王
維
集
校
注
』（
中
華
書
局
、
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
、
一
九
九
七
年
）、
そ
の
第
一
冊
二
七
頁
。

（
5
）  

い
わ
ゆ
る
王
維
の
個
人
別
集
（
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
の
宋
本
『
王
右
丞
文
集
』
よ
り
清
の
趙
殿
成
『
王
右
丞
集
箋
注
』
ま
で
）
で
は
「
送

別
」
の
二
字
に
作
る
が
、
唐
人
選
唐
詩
集
の
一
つ
『
河
岳
英
霊
集
』
巻
上
、
宋
代
の
『
文
苑
英
華
』
巻
二
六
八
、『
唐
文
粋
』
巻
十
五
上
で

は
「
送
綦
毋
潛
落
第
還
郷
」
八
字
に
作
る
た
め
、
清
代
『
全
唐
詩
』
巻
一
二
五
（
王
維
の
一
）
以
後
、
後
者
を
正
文
と
す
る
も
の
が
続
出
、

陳
鉄
民
校
注
本
（
前
掲
注
4
）
な
ど
も
こ
れ
に
従
っ
て
い
る
。

（
6
）  

『
切
韻
』
成
立
以
前
の
六
朝
時
代
、
偶
然
に
も
「
微
韻
」
で
完
成
さ
れ
た
詩
が
あ
る
。『
文
選
』
巻
二
七
所
収
、
斉
の
謝
朓
（
四
六
四
~

四
九
九
）「
休
沐
重
還
道
中
」
詩
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
本
文
の
み
を
掲
げ
る
。

 

薄
遊
第
從
告
、
思
閑
願
罷
歸
。
還
卬
歌
賦
似
、
休
汝
車
騎
非
。
覇
池
不
可
別
、
伊
川
難
重
違
。
汀
葭
稍
靡
靡
、
江
菼
復
依
依
。
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田
鶴
遠
相
叫
、
沙
鴇
忽
爭
飛
。
雲
端
楚
山
見
、
林
表
呉
岫
微
。
試
與
征
徒
望
、
郷
淚
盡
沾
衣
。
賴
此
盈
樽
酌
、
含
景
望
芳
菲
。

 
問
我
勞
何
事
、
沾
沐
仰
清
徽
。
志
狹
輕
軒
冕
、
恩
甚
戀
閨
闈
。
歳
華
春
有
酒
、
初
服
偃
郊
扉
。

 
 

 
た
だ
し
現
在
の
「
微
韻
」
の
枠
組
み
が
明
確
に
定
ま
る
の
は
や
は
り
『
切
韻
』
以
後
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
北
周
の
庾
信

（
五
一
三
~
五
八
一
）
の
次
の
詩
な
ど
で
は
、
現
在
の
『
広
韻
』
で
韻
目
を
異
に
す
る
「
衰0

=
上
平
声
六
脂
韻
」
が
通
押
す
る
。

 

襄
君
前
建
國
、
項
氏
昔
稜
威
。
鶂
飛
傷
楚
戰
、
雞
鳴
悲
漢
圍
。
年
代
殊
氓
俗
、
風
雲
更
盛
衰0

。
水
流
浮
磬
動
、
山
喧
雙
翟
飛
。

 

夏
餘
花
欲
盡
、
秋
近
燕
將
稀
。
槐
庭
垂
綠
穂
、
蓮
浦
落
紅
衣
。
徒
知
日
云
暮
、
不
見
舞
雩
歸
。 ︹「
入
彭
城
館
」
詩
、『
庾
子
山
集
』
巻
三
︺

 

倐
忽
市
朝
變
、
蒼
茫
人
事
非
。
避
讒
猶
采
葛
、
忘
情
遂
食
薇
。
懷
愁
正
搖
落
、
中
心
愴
有
違
。
獨
憐
生
意
盡
、
空
驚
槐
樹
衰0

。

 

︹「
擬
詠
懷
二
十
七
首
・
其
二
十
一
」
詩
、『
庾
子
山
集
』
巻
三
︺

（
7
）  

脂
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
上
平
声
第
六
の
「
韻
目
」
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
文
字
な
の
で
、
微
韻
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
沈
佺
期
の

作
品
は
「
七
」
と
い
う
特
殊
な
韻
文
形
式
（『
文
選
』
に
は
枚
乗
「
七
発
」、
曹
植
「
七
啓
」、
張
協
「
七
命
」
が
あ
る
）
な
の
で
、
微
韻
の

中
に
脂
韻
が
混
じ
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
8
）  

疑
は
、『
広
韻
』
で
は
上
平
声
第
七
の
「
之
韻
」
に
属
す
る
。
一
つ
の
考
え
で
は
、
現
在
は
失
わ
れ
た
唐
代
初
期
の
韻
書
（
つ
ま
り
陸
徳

明
ら
の
『
切
韻
』）
に
お
い
て
「
微
韻
」
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
宋
之
問
の
作
品
（
お
よ
び
他
の
詩
人
の
作
品
）
に
複
数
の
通
押
例

が
確
認
さ
れ
な
い
限
り
、
こ
こ
で
は
「
踏
み
落
と
し
」
と
判
断
し
て
お
く
。

（
9
）  

お
お
よ
そ
の
使
用
頻
度
順
に
並
べ
る
と
以
下
の
通
り
。
な
お
「
晞
」
字
以
下
は
沈
宋
い
ず
れ
か
の
作
品
に
韻
字
と
し
て
は
一
度
き
り
使

用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
飛
・
歸
・
衣
・
微
・
輝
・
稀
・
違
・
闈
・
菲
・
機
・
圍
・
威
・
薇
・
非
・
扉
・
畿
・
晞
・
暉
・
韋
・
揮
・
幾
・

騑
・
祈
・
依
・
妃
・
磯
・
沂
・
圻
。

（
10
）  

な
お
唐
代
に
先
行
す
る
作
品
と
し
て
、
陶
淵
明
（
三
六
五
~
四
二
七
）「
歸
去
來
兮
辭
」（『
文
選
』
巻
四
五
）
の
冒
頭
部
分
も
思
い
起
こ

さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
当
時
は
ま
だ
「
微
韻
」
の
枠
組
み
は
唐
代
に
よ
う
に
は
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
傍
点
を
施
し
た
よ
う
に
「
悲0

」

「
追0

」
は
、『
広
韻
』
で
は
上
平
声
六
脂
韻
に
属
し
て
い
る
。
こ
れ
も
本
文
の
み
を
掲
げ
る
。

 

歸
去
來
兮
、
田
園
將
撫
胡
不
歸
。
既
自
以
心
爲
形
役
、
奚
惆
悵
而
獨
悲0

。
悟
已
往
之
不
諫
、
知
來
者
之
可
追0

。

 

寔
迷
途
其
未
遠
、
覺
今
是
而
昨
非
。
舟
遙
遙
以
輕
颺
、
風
飄
飄
而
吹
衣
。
問
征
夫
以
前
路
、
恨
晨
光
之
熹
微
（
以
下
、
換
韻
す
る
）。
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（
11
）  

李
壮
鷹
『
詩
式
校
注
』（
斉
魯
書
社
、
一
九
八
六
年
）
参
照
。
そ
の
二
二
六
頁
。

（
12
）  

前
章
の
一
覧
表
の
通
り
、
沈
佺
期
に
は
も
う
一
首
「
和
戸
部
岑
尚
書
參
迹
樞
揆
」
詩
（
一
覧
表
の
06
）
が
十
韻
の
微
韻
詩
で
あ
る
。
機

会
あ
ら
ば
改
め
て
論
じ
た
い
。

（
13
）  
陶
敏
・
易
淑
谿
『
沈
佺
期
宋
之
問
集
校
注
』（
中
華
書
局
、
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
、
二
〇
〇
一
年
）、
そ
の
上
冊
八
八
頁
。
な
お
、

こ
の
詩
は
『
初
学
記
』
巻
十
二
（
詩
題
=
自
考
工マ

マ

員
外
拜
給
事
中
）、『
文
苑
英
華
』
巻
一
九
〇
（
詩
題
=
自
考
功
員
外
授
﹇
一
作
郎
中
拜
﹈

給
事
中
）
に
序
文
を
伴
わ
な
い
形
で
収
録
さ
れ
て
お
り
、
の
ち
『
全
唐
詩
』
巻
九
七
（
沈
佺
期
の
三
）
で
も
『
文
苑
英
華
』
本
に
従
っ
て

「
自
考
功
員
外
授
給
事
中
」
と
題
し
て
収
録
。
当
然
な
が
ら
、
こ
れ
ら
に
序
文
は
付
さ
れ
な
い
。

 
 

ち
な
み
に
、
沈
佺
期
と
宋
之
問
の
詩
の
解
読
に
は
、
ほ
か
に
陳
貽
欣
主
編
『
増
訂
注
釈
全
唐
詩
』（
全
五
冊
、
文
化
藝
術
出
版
社
、
二
〇

〇
一
年
）
の
第
一
冊
に
収
め
る
注
釈
も
参
照
し
た
。
沈
佺
期
詩
部
分
の
編
注
者
は
臧
青
、
宋
之
問
詩
部
分
は
張
明
非
。

（
14
）  

前
掲
注
13
『
沈
佺
期
宋
之
問
集
校
注
』、
そ
の
下
冊
五
七
二
頁
。

（
15
）  

欽
州
か
ら
桂
州
（
今
の
桂
林
）
へ
の
移
動
は
、
現
在
の
広
西
壮
族
自
治
区
内
を
北
上
す
れ
ば
最
短
で
あ
る
が
、
陶
敏
・
易
淑
谿
両
氏
の

年
譜
（
前
掲
注
13
）
の
考
証
で
は
、
欽
州
か
ら
ま
ず
海
岸
沿
い
を
東
に
進
み
、
広
東
に
入
っ
た
の
ち
に
北
上
し
、
大
庾
嶺
を
越
え
て
湖
南

（
衡
陽
）
に
抜
け
、
そ
こ
か
ら
西
南
に
進
ん
で
桂
州
に
入
っ
た
と
す
る
。
当
時
の
道
路
事
情
や
少
数
民
族
の
居
住
地
域
等
を
考
慮
す
れ
ば
、

あ
る
い
は
こ
の
よ
う
な
道
筋
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
16
）  

張
明
非
氏
の
注
釈
に
よ
れ
ば
、
そ
の
根
拠
は
第
一
句
「
峡
山
」
の
語
に
あ
る
と
い
う
。
宋
之
問
の
作
品
（
お
そ
ら
く
同
時
期
の
作
）
に

「
宿
清
遠
峡
山

0

0

寺
」
と
題
す
る
詩
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
宋
代
の
地
理
書
『
方
輿
勝
覽
』
巻
三
十
四
（
広
州
）
に
も
「
峡
山
」
を
清
遠
峡
の
別

名
と
し
て
収
録
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
17
）  

宋
之
問
詩
の
第
七
・
八
句
に
「
秋
橘
迎
霜
序
、
春
藤
礙
日
輝
」
と
あ
る
。

（
18
）  

高
木
重
俊
『
初
唐
文
学
論
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）
参
照
。
同
書
第
四
章
「
沈
佺
期
・
宋
之
問
論
」
に
は
、
両
詩
人
の
生
涯
が
詳

し
く
考
証
さ
れ
て
お
り
、
神
龍
元
年
の
左
遷
経
路
に
つ
い
て
も
言
及
が
あ
る
（
そ
の
三
五
二
~
三
五
三
頁
）。

（
19
）  

熊
飛
『
張
九
齢
集
校
注
』（
中
華
書
局
、
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
、
二
〇
〇
八
年
）、
そ
の
上
冊
三
五
九
頁
。
ま
た
作
品
の
読
解
に
当

た
っ
て
は
、
同
書
の
ほ
か
、
羅
韜
・
劉
斯
翰
『
張
九
齢
詩
文
選
』（
廣
東
人
民
出
版
社
、
嶺
南
文
庫
、
一
九
九
四
年
）、
ま
た
『
増
訂
注
釈

中
国
文
学
論
集
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五
十
号
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全
唐
詩
』（
前
掲
注
13
、
張
九
齢
詩
部
分
の
編
注
者
は
彭
慶
生
）
を
参
照
。
な
お
こ
の
詩
は
、
顧
建
国
『
張
九
齢
年
譜
』（
中
国
社
会
科
学

出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
）
に
よ
れ
ば
、
開
元
十
六
年
（
七
二
八
）、
張
九
齢
が
数
え
五
十
一
歳
の
作
と
い
う
。

（
20
）  
前
掲
注
18
彭
慶
生
氏
の
指
摘
に
従
う
。
范
曄
『
後
漢
書
』
巻
三
十
三
鄭
弘
伝
の
章
懐
太
子
注
に
引
か
れ
る
三
国
呉
の
謝
承
『
後
漢
書
』

に
「
行
春
天
旱
、
隨
車
致
雨
（
天
旱
に
行
春
︿
春
の
巡
検
に
行
く
こ
と
﹀
す
れ
ば
、
車
に
従
っ
て
雨
を
致
す
）」
と
あ
る
。

（
21
）  

古
川
末
喜
「
杜
甫
の
ミ
カ
ン
の
詩
と
ミ
カ
ン
園
経
営
」『
佐
賀
大
学
文
化
教
養
学
部
研
究
論
文
集
』
第
六
巻
一
号
、
二
〇
〇
一
年
）
参

照
。
ま
た
同
氏
『
杜
甫
農
業
詩
研
究:

八
世
紀
中
国
に
お
け
る
農
事
と
生
活
の
歌
』（
知
泉
書
館
、
二
〇
〇
八
年
）
も
参
照
。

（
22
）  

仇
兆
鰲
『
杜
詩
詳
注
』（
中
華
書
局
、
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
、
一
九
七
九
年
初
版
）、
そ
の
第
四
冊
一
六
六
七
頁
。
ま
た
下
定
雅
弘
・

松
原
朗
編
『
杜
甫
全
詩
訳
注
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
六
年
、
第
四
冊
二
五
〇
頁
、
作
品
番
号
は
一
一
三
五
）
も
参
照
。
な
お
杜
甫

の
長
篇
微
韻
詩
に
は
、
こ
の
他
に
「
送
盧
十
四
弟
侍
御
護
韋
尚
書
靈
櫬
歸
上
都
二
十
韻
」（『
詳
注
』
巻
二
十
三
）
も
あ
る
。
こ
れ
も
機
会

あ
ら
ば
改
め
て
論
じ
た
い
。

（
23
）  

飢
は
、『
広
韻
』
で
は
上
平
声
第
六
の
「
脂
韻
」
に
属
す
る
。
し
か
し
「
微
韻
」
中
に
今
日
で
も
同
字
と
認
識
さ
れ
る
「
饑
」
字
が
あ
る

た
め
、
あ
る
い
は
「
踏
み
落
と
し
」
と
す
る
ま
で
に
は
当
た
ら
ぬ
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
『
広
韻
』（
前
掲
注
1
）
の
字
義
説
明
で
は
、

「
飢
」（
脂
韻
）
を
「
飢
餓
也
、
又
姓
」、「
饑
」（
微
韻
）
を
「
穀
不
熟
（
穀
物
が
実
ら
ぬ
状
態
）」
と
区
別
し
て
い
る
。

（
24
）  

銭
仲
聯
『
韓
昌
黎
詩
繋
年
集
釈
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
中
国
古
典
文
学
叢
書
、
一
九
八
四
年
）、
そ
の
上
冊
一
四
五
頁
。
ま
た
川
合
康

三
・
緑
川
英
樹
・
好
川
聡
編
『
韓
愈
詩
訳
注
』
第
一
冊
二
四
九
頁
（
研
文
出
版
、
二
〇
一
五
年
、
執
筆
担
当
は
鈴
木
達
明
）
を
参
照
。

（
25
）  

銭
仲
聯
『
韓
昌
黎
詩
繋
年
集
釈
』（
前
掲
注
24
）、
そ
の
上
冊
五
七
六
頁
。
ま
た
『
韓
愈
詩
訳
注
』
第
三
冊
八
六
頁
（
前
掲
注
24
に
同
じ
、

二
〇
二
一
年
、
執
筆
担
当
は
中
木
愛
）
を
参
照
。

〇
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
Ｊ
Ｐ
２
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Ｈ
０
１
２
３
９
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
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